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1. 概要 
 

このソフトウェア（Rm3545App）は抵抗計RM354xシリーズからUSB、RS-232CまたはLANを使用し

て測定データのリアルモニタや測定データのロギング、パソコンから本体の設定を行うことがで

きます。 

 

1.1. 動作環境 

 

推奨動作環境： 

対応 OS Windows 10 (32 ビット/64 ビット)、Windows 11 

CPU CPU 動作クロック 1 GHz 以上 

メモリ 512MB 以上 

ディスプレイ 解像度 1920×1080 以上 

ハードディスク 空き容量 30MB 以上 

通信インターフェイス USB2.0（仮想 COM ポート）、RS-232C、LAN*1 

 

1.2. 対応製品 

 

このソフトウェアは、以下の製品で利用できます。 

⚫ RM3545 

⚫ RM3545-01 

⚫ RM3545-02 

⚫ RM3545A-1 

⚫ RM3545A-2 

 

 
*1 RM3545A-1、RM3545A-2 のみ 
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2. 使用方法 
 

2.1. メイン画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1 

 

No 機能 概要 

1 メニューバー 各種設定、セルフチェック、ヘルプ 

2 測定値、判定結果表示 測定値、判定結果などを表示する 

3 取込方法の設定 測定値の取込方法を設定する 

4 MUX 手動測定チャネル MUX の手動測定を行うチャネルを設定する 

5 測定ボタン 測定開始、測定値取込、測定停止を行う 

6 保存ファイル設定 テキスト保存／エクセル保存を設定する 

7 機種 選択した機種を表示する 

② 

③ ④ 

⑤ 

⑥ 

⑧ 

① 

⑦ 
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8 製造番号 接続されている抵抗計の製造番号を表示する 

 

2.1.1. メニューバー構成 

 

 

図 2-2 

 

「機種設定」：  機種の設定 

「取込設定」：  保存項目、保存ファイルフォーマット、外部トリガフィルタ設定 

「通信設定」：   通信ポートの設定、通信テスト 

「測定設定」：  測定条件の設定 

「セルフチェック」： セルフチェックの実行 

「ヘルプ」：  バージョン情報 
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2.2. 各種設定 

 

2.2.1. 機種設定 

 

使用する機種を設定します。（図 2-3） 

 

 

図 2-3 

 

※機種を変更すると測定設定が初期化されます。 

 

2.2.2. 取込方法（メイン画面内） 

 

測定値の取込方法を設定します。（図 2-4） 

 

 

図 2-4 

 

（1）取込ボタン（Enter キー）にて取得 

測定スタートボタンを押し、測定をスタートさせた状態で、取込ボタンまたは、キーボード

の Enter キーを押すと測定値がテキストファイルまたはエクセルファイルに取り込まれます。 

 

（2）外部トリガにて取得 

測定スタートボタンを押し、測定をスタートさせた状態で、外部トリガを入力すると、測定

値がテキストファイルまたはエクセルファイルに取り込まれます。 

 

（3）指定時間間隔・回数にて取得 

測定スタートボタンを押すと、指定された時間間隔で設定された回数だけ測定値をテキスト
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ファイルまたはエクセルファイルに取り込みます。 

※MUX スキャン測定においてチャネル数が多い場合、時間間隔を 1sec 以下に設定しても測

定値取得の影響で時間間隔が 1sec 程度になってしまうことがあります。 

※MUX ステップスキャン測定には対応しておりません。 

 

2.2.3. 保存ファイル（メイン画面内） 

 

測定値の保存先を設定します。 

※保存される項目については、取込設定（2.2.4）にて設定を行います。（図 2-5） 

 

 

図 2-5 

 

（1）ファイルへ保存 

テキスト形式で指定されたファイルへ保存を行います。 

※セパレータ、小数点の設定は取込設定（2.2.4）にて行います。 

（2）エクセルへ保存 

エクセルの選択されているセルから順番に保存を行います。 

エクセルが開かれていない場合は、測定開始時に自動で開き、A1 のセルから保存を行いま

す。エクセルが開かれている場合は、アクティブなシートの選択されているセルから保存を

行います。 
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2.2.4. 取込設定 

 

保存項目、保存ファイルフォーマット、外部トリガフィルタを設定します。（図 2-6） 

 

 

図 2-6 

 

（1）保存項目 

保存したい項目をチェックして下さい。 

※MUX 判定は MUX-ON の場合のみ反映されます。 

（2）保存ファイルフォーマット 

保存ファイル（2.2.3）を“ファイルへ保存”に設定した場合の小数点とセパレータの設定を

行います。各設定は下記から選択できます。 

小数点：ピリオド（.）、カンマ（,） 

セパレータ：カンマ（,）、セミコロン（;）、タブ、スペース 

※ソフトウェア上に表示される数値には反映されません。ソフトウェア上に表示される小数

点はピリオド（.）固定です。 

（3）外部トリガフィルタ 

測定値の取り込み後、設定した時間より短い期間に検出されたトリガは無効となります。 



RM3545 サンプルソフト Rm3545App ユーザーズマニュアル 02 版 

P9/19 

※取込方法の設定が「外部トリガにて取得」且つ、抵抗計のトリガ設定が「内部トリガ」時

のみ有効となります。 

 

2.2.5. 通信設定 

 

通信設定と通信テストを行います。（図 2-7） 

 

 

図 2-7 

 

（1）インターフェイス 

使用するインターフェイスを設定します。（図 2-8） 

 

 

図 2-8 
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（2）通信設定（COM） 

使用するポートとボーレートを設定します。 

[COM ポート一覧を更新]ボタンを押すと、COM ポートのリストが更新されます。（通信設定

ダイアログを開く時にこの COM ポートリストは自動で更新されます。） 

[HIOKI 製品の情報を表示]ボタンを押すと、図 2-8 のようにリスト内に“HIOKI-型名-製造

番号”が表示され、さらにボーレートが通信可能な値に自動で更新されます。 

 

 

図 2-9 

 

 

図 2-10 
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（3）通信設定（LAN） 

使用する IP アドレスとポート番号を設定します。 

 

 

図 2-11 

 

（4）通信テスト 

選択したインターフェイスに対して、送信データ欄に入力したコマンドを送信することがで

きます。クエリコマンドを送信した場合は、受信データ欄に受信データが表示されます。 
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2.2.6. 測定設定 

 

2.2.6.1  FRONT設定（MUX-OFF） 

 測定端子を FRONT に設定し、測定条件を設定します。（図 2-12） 

 

 

図 2-12 

 

有効にしたい機能にチェックをし、パラメータ設定が必要な機能については、パラメータの設定

を行います。 

BIN と 0ADJ の設定は、“セルをダブルクリックするか、セルを選択した状態でシングルクリッ

クする”と、図 2-13 のように値を編集することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-13 
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2.2.6.2  MUX設定（MUX-ON） 

測定端子を MUX に設定し、測定条件を設定します。（図 2-14） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-14 

 

有効にしたい機能にチェックをし、パラメータ設定が必要な機能については、パラメータの設定

を行います。①で囲われているリストで選択されている CH に対応した測定条件が、②で囲われ

ている設定に反映されます。 

FRONT 設定の場合と同様に、①で示すリストと 0ADJ リストは編集が可能です。 

※チャネル名は本ソフトのみで使用され、RM354x シリーズ本体には反映されません。 

 

② 

① 
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・測定条件のコピー手順 

下記の手順例は CH1 の全測定条件を CH2 にコピーする場合です。 

 

-1. コピーしたい CH を選択し、[測定条件をコピー]ボタンを押します。（図 2-15） 

※測定方式を変更するとコピーされた情報はクリアされます。 

 

図 2-15 

 

-2. 図 2-16 に示すコピー内容選択ダイアログが開きます。コピーしたい項目を選択し、[OK]

ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-16 

 

※レンジ情報には下記の設定が含まれます。 

 ・100MΩレンジ高精度 

・ ローパワー 

・ 純抵抗 

 

※コンパレータには下記の情報が含まれます。 

・ コンパレータモード 

・ 閾値 

・PASS条件 
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-3. 測定条件を貼り付けたい CH を選択し、[測定条件を貼り付け]ボタンを押します。 

（図 2-17） 

ここで、[測定条件を全チャネルに貼り付け]ボタンを押すと、全チャネルにコピー内容が

貼り付けられます。 

※貼付け先 CH の 100MΩレンジ高精度、OVC、測定電流、ローパワーの設定が変更にな

った際は、ゼロアジャスト値はクリアされます。 

 

図 2-17 

 

・CH1 の測定結果をリファレンスとしてコンパレータ設定を行う 

コンパレータの設定を CH1 に選択し、レンジ(Low%)を設定します。（図 2-18） 

図 2-12 の例の場合は、CH1 の測定結果の±10%を PASS と設定。 

※リファレンスの設定が可能ですが、その値は無効となり、CH1 の測定結果がリファレンス

とされます。 

 

図 2-18 
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2.2.6.3  その他の機能 

測定設定ダイアログにあるその他について説明します。(図 2-19) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-19 

 

No 機能 概要 

1 RM354xから設定を読み込む RM354x から設定を読込みます。*1 

2 RM354x へ設定を転送 RM354x へ設定を転送します。*1 

3 パネルセーブ 現在設定されている内容を RM354x*1に転送し、その

内容を指定されたパネル番号に指定されたパネル名

で保存します。（図 2-20） 

 

 

 

 

 

 

 

       図 2-20 

4 ゼロアジャストの実行 現在設定されている内容を RM354x*1に転送後、ゼロ

アジャストを実行し、その結果を読込みます。 

ゼロアジャストの結果はゼロアジャストの設定値に

反映されます。 

5 ファイルへ設定を保存 設定を rmf ファイルへ保存します。 

6 ファイルから設定を読み込む 選択した rmf ファイルの内容を設定へ反映します。*2 

 

 
*1 設定されているインターフェイスに接続されている RM354x シリーズを示します。 
*2 Ver 1.0.0.4 以前のバージョンで保存した設定ファイルは機種設定が RM3545 の場合のみ読み込み可能です。 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

Saved：パネルデータあり 

-  ：パネルデータなし 
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3. その他 
 

3.1.1. セルフチェック 

セルフチェックを実行し、その結果を表示します。 

※エラー発生時の詳細は、RM354x シリーズ本体の取扱説明書をご確認下さい。 

 

3.1.2. 設定ファイルを指定して Rm3545Appを起動する 

手順を下記に示します。 

① Rm3545App のショートカットを作成します。 

② 作成したショートカットを右クリックし、プロパティを選択します。 

 ③ リンク先の後ろに、スペース+ファイルへのフルパスを入力し、OK ボタンを押します。 

（図 3-1） 

 図 3-1 の例の場合は、D ドライブにある Setting.rmf を指定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-1 
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3.1.3. ヘルプ 

バージョン情報が表示されます。（図 3-2） 

 

 

図 3-2 
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4. 使用上の注意 
 

このソフトウェアはフリーソフトです。このソフトウェアを使用したことにより発生したいかなる損

害に関しても、責任を一切負いません。 

またバグ等の発生やソフトウェアの不都合な点に関しての責任を一切負いません。またソフトウェア

に関する質問はお受けできません。その旨、予めご了承のほど、お願いいたします。 

 

    ※Excelはマイクロソフト社の登録商標です。 

 


